
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あゆみ 
～１２月号～ 

 主     題 「嬉しいクリスマス」 

 聖書の言葉 「マリアは幼子をくるんで飼葉桶の中に寝かせた」 ルカによる福音書－２：７ 

 アドベントに入りました。保育室にはクリスマスの飾りがたくさんあり、子ども達はとても喜んでいま

す。クリスマス＝プレゼントになっている子どもも多いかと思いますが、このアドベントの期間に本当の

クリスマスの意味を知って欲しいと思っています。 

 神さまがこの世に送ってくれた神の子イエス様のお誕生を園全体でお祝いできることを願っています。 

 幼稚園のクリスマスは世界にも目を向け、誰かのためにできることがあることを知ってもらう期間でも

あり、年中・年長児はこの時期に献金の活動を行います。献金活動をするにあたって、世界にはきれいな

水がなく、学校に行かずに水を汲みに行っている子、家族のために仕事をしている子、食べ物が十分に届

かない子、そして今紛争で本当に辛い思いをしている子どもたちがたくさんいることを学んでいきます。 

 そうした子ども達のために自分たちでできることを考え、献金活動に繋げていきます。「まだ子どもで

も、誰かのために何かできる。」と言うことを知って欲しいと願っています。ご家族の皆さまにも献金活

動でご負担をお掛けしますが、共に少しでも救われる子どもたちがいることを願って取り組んでいただけ

たら嬉しいです。 

 また、年中・年長児はクリスマスの出来事を劇で演じます。配役やセリフなど全て子どもたちが決めて

いきます。すでに聖誕劇をとても楽しみにしている年長さんの姿があります。クリスマス礼拝では主体的

に関わり、生き生きとした子どもたちを見ていただきたいと思います。 

 保護者の皆さまもアドベントの期間を楽しんでいただけたらと思います。（園長 高橋祐子） 

 

 １２月のねらい  

もも組・・・・クリスマスを楽しみに過ごす 

  

いちご組・・・クリスマスの話を知り、楽しみにする 

        

ひまわり組・・思いやりの気持ちを持ちながら過ごす 

本当のクリスマスの意味を知り、演じることを楽しむ 

 

 ゆり組・・・・世界に目を向け、自分たちにできることや大切にしたいことを考える 

        クリスマスの出来事を周囲に伝える 
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～行事のお知らせ～  

１日（金） 全学年 ＰＴＡ主催行事『楽天フレンドシップジャーニー』 

 保護者の方もご参加いただけます。 

 

５日（火） ゆり組 プールフェスティバル ※ひまわり組のプールはお休みです 

 【時間】 ９時４０分～１０時４０分 

 

 ◎普段と活動時間が異なります。 

 ◎この日がゆり組の２学期最後のプールです。 

 

６日（水） いちご組 プールフェスティバル ※もも組のプールはお休みです 

 【時間】 １０時～１０時４０分 

 

 ◎普段と活動時間が異なります。 

 ◎この日がいちご組の２学期最後のプールです。 

 

８日（金） 全学年 誕生会・リトルシェフ 

 幼稚園で調理したものをみんなで食べます。 

 

 メニュー：ポトフ（しめじ、にんじん、じゃがいも、たまねぎ、ウインナー） 

 シェフ（調理クラス）：いちご組、ひまわり組 

 ◎調理クラスは前日までにスモックと爪の確認をお願いします。 

 

 ★全学年、下記の持ち物をご確認ください。 

 持ち物：おにぎり（またはパン）、お椀（側面に記名をし、ビニール袋に入れる） 

     ※その他、普段と同じくおしぼりやカトラリーをご準備ください。 

 

 

 

 

 

 

 

１２日（火） ひまわり組  プールフェスティバル 

 【時間】 １０時～１０時４０分 

 

 ◎普段と活動時間が異なります。 

 ◎この日がひまわり組の２学期最後のプールです。 

 

―２－ 



 
 

  

１４日（木） 全学年 クリスマス集合写真撮影 

クラスごとに下記に記載している役の衣装を着て、集合写真を撮影します。 

お子さんから役を聞き、当日の服装や髪の結び方など以下の表を参考に準備してください。 

◎毎回違う役を演じている子もいるため、当日に決める場合もあります。 

服装や髪型はあくまでも目安としてください。 

もも・いちご組⇒天使、羊、星   ひまわり組⇒天使、羊、羊飼い、星、博士 

ゆり組⇒マリア、ヨセフ、ガブリエル天使、宿屋、天使、羊、羊飼い、星、博士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５日（金） 全学年 午前保育 

クリスマス礼拝の準備のため、午前保育となります。預かり保育は実施します。 

 

１６日（土） ひまわり組・ゆり組 クリスマス礼拝 

登園時間  ひまわり組 8時 45分～9時 

ゆ  り組 12時 30分～12時 45分 

※通常保育日と登園時間が異なります。 

※お子さんは保育室に登園してください。 

 

礼拝時間  ひまわり 10時～12時  

ゆ  り 13時 30分～15時 30分 

 場  所  4階ホール 

 持 ち 物  水筒、絵本袋、献金袋 

 

◎預かり保育は実施しますが、職員も礼拝に参加するため、可能な方はお休みのご協力をお願いします。 
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☆ほとんどの役に被り物があります。髪を結ぶときは低めの位置で結ぶようにしてください。 

 

マ リ ア・・・普段着で構いません。その上に白いスカーフをつけ、スカートを履きます。 

ヨ セ フ・・・普段着で構いません。その上にベストを着ます。 

 羊  ・・・羊の帽子を被り、白いスモックを着ます。薄手の服を着せてください。 

羊 飼 い・・・紺色の布を被り、紺色のスモックを着ます。薄手の服を着せてください。 

宿 屋・・・被りの衣装に帯を付けます。薄手の服を着せてください。 

星   ・・・頭に銀色の星を付け、白いレースの襟を肩に付けます。黒っぽい洋服を着ると星

らしくなります。 

博 士・・・肩にマントを掛けます。フードのついていない服を着せてください。 

天 使 

ガブリエル天使 

白い布を被り、白い布を付けます。 

白っぽい服を着ると、一層天使らしくなります。 

詳細については、 

後日発行の 

『クリスマスの 

お知らせＮｏ.２』を 

ご覧ください☆ 



 
 

  

１８日（月） もも・いちご組 クリスマス礼拝 ※ひまわり・ゆり組は休園 

 登園時間  8時 45分～9時 

※通常保育日と登園時間が異なります。 

※お子さんは保育室に登園してください。 

 礼拝時間  10時～12時 

 場 所  ４階ホール 

 持 ち 物  水筒、絵本袋 

 

 ◎もも・いちご組は礼拝終了後、保護者の方と降園になります。 

預かり保育を利用する必要がある方はアプリ入力のうえ、職員に当日朝までにお知らせください。 

また、預かり保育を利用しない場合はアプリからキャンセルをしてください。 

 ◎ひまわり・ゆり組の預かり保育は実施しますが、可能な方はお休みのご協力をお願いします。 

 

１９日（火） ゆり組 ＰＴＡ行事『交通安全教室』  

 

２０日（水） 全学年 ２学期終業礼拝・絵本屋さん・午前保育 

 

２１日（木） 冬休み開始  

 預かり保育をご利用の方はお申し込みを忘れずにお願いします。 

 

２８日（木） 年内預かり保育最終日 

お布団などの用品をお持ち帰りいただくようお願いいたします。 

◎年明けは１月４日（木）より預かり保育を行います。 

 

～１月の予定～ 

１月１０日（水） 全学年 ３学期始業礼拝・午前保育  

 

１月１３日（土） 全学年 わくわくファミリーようちえん 

学年ごとに、コーナー遊びを親子で楽しむことができます。今年度はゆり組の子どもたちが準備したコ

ーナーもあります。 

詳細は、後日発行する『冬休みのために』にてお知らせします。 

 

～お知らせ～ 

〇仙台ＹＭＣＡクリスマスについて 

 先日、仙台ＹＭＣＡクリスマスのご案内をファイルに入れました。興味のある方はぜひご参加くださ

い。 

 

〇新しいお友達です 

  もも組   みせ りつき くん  よろしくお願いします 
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詳細については、 

後日発行の『クリスマス

のお知らせＮｏ.２』を 

ご覧ください 



 
 

 

 あっという間に時は過ぎ、今年も残りひと月となりました。寒い日も増えてきましたが、

冷たい風に負けないくらい元気よく園庭を駆けまわっています。最近の子どもたちはトイ

レを頑張っています。オムツの子もトイレに行って座ってみようとする子が多く、少しで

も出来るようになったことを沢山褒めています。１２月もどんな成長をみることができる

のか、今から楽しみです。 

 

１１月を振り返って 

１１月のねらいは『みんなで遊ぶことを楽しむ』『自分の気持ちを言葉で伝えようとす

る』でした。前月に比べて全員揃う日が多く、クラス活動をみんなで楽しむことができま

した。西公園に行き、その時に見たオレンジや赤に色づいた木を思い出しながら製作活動

をしたり、みんなで歌を歌いながら鈴を鳴らしてみたり、様々な経験をすることができま

した。そして、その経験をみんなで分かちあえたことがとても嬉しいです。 

集まりでは、友だちや先生にお願いをするときにどんな伝え方をするといいか考える時

間もありました。優しく言ってみようと呼びかけると、ニコニコしながら「てつだって！」

「いっしょにあそぼう！」と話しかけている子がいました。優しく言ってもらうと気持ち

がいいことも、子どもたちと共感して過ごすことができました。 

 

１２月のねらい 

１２月のねらいは『クリスマスを楽しみに過ごす』です。１１月２０日からアドベント

が始まり、幼稚園もあっという間にクリスマスの雰囲気になりました。子どもたちにクリ

スマスについて聞いてみると、「サンタさんがくるよ」「プレゼントをもらうんだ～」と知

っていることを思い思いに伝えてくれました。子どもたちは初めてキリスト教のクリスマ

スに触れると思うので、降誕について絵本やパネルシアターなどを通してわかりやすく伝

えて行きながら、この期間を楽しんでいきたいと思います。すべての話を理解することは

難しいと思いますが、部分的に「イエス様が生まれた時はこんなことがあったんだ」と知

ってもらうことができるように進めていきます。また、アドベント礼拝を通して、いつも

見守ってくれている家族への感謝の気持ちについて考えていきます。最近のお弁当の時間

にはお母さんやお父さんがお弁当を作ってくれたことを嬉しそうに話している姿が見られ

ます。その話を取り入れていきながら、家族が自分のために沢山のことをしてくれている

ことに気付いてもらいたいです。１２月から入園するお友だちもいるので、無理せず楽し

みながら参加できるように関わっていきたいと思います。 

 

 

 

 

ももぐみだより 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気温が低くなり雪虫が園庭を飛ぶ日もあります。その中でも友だちや保育者を誘って氷鬼やむっく

りくまさんなど走って遊ぶことを楽しんでいる子どもたちです。 

 １１月は集まりで自分たちなりの考えを伝えてくれました。ひまわり組のお店屋さんごっこに行く

際に、「２グループに分かれて行きたいんだ」という保育者のつぶやきに対して、「かぼちゃとぶどう

グループに分かれたらいいんじゃない？」と秋の野草園に行った時のグループを覚えていて提案して

くれたり、「収穫感謝礼拝の日に秋の旬のものを届けに行きたいな」という話をすると、以前、秋の

旬について伝えたことを覚えていて「柿、ぶどう、さつまいも」など伝えてくれました。自分たちが

考えたことを集まりの際に保育者に伝えてくれることが増え、とても嬉しく感じています。また、プ

ールの日の朝の集まりの際に、畳んで入れると洋服が迷子にならないこと、着替えるときにプールバ

ックから取り出しやすいことを伝えると、プールの入水が遅れそうになるほど一枚一枚一生懸命服を

畳んでいて保育者の話を聞き、それを意識して過ごす姿に感動しました。 

１１月のねらいは『身の回りのことを自分でやってみようとする』でした。ぬりえやクレヨンを使

用する際に使う製作シートや色鉛筆を子どもたちの手の届くところに置いておくと自分たちで用意を

したり、外あそびに行く時はみんなの水筒が入った水筒カゴ、ゴミ箱、ティッシュなど必要なものを

テラスに運んだり、身の回りのことを自分たちで準備するようになりました。「私はこっちのカゴを

持つからそっち持ってね」「重いから一緒に持とう」と声を掛け合いながら身の回りのことを行って

います。 

 

１２月のねらい 

【クリスマスの話を知り、楽しみにする】 

アドベントが始まり、クリスマスの讃美歌を歌ったり、クリスマス礼拝まで毎日１つずつ開いてい

くアドベントカレンダーを「今日は何が描いてるかな」と楽しみにしたり、毎日１ページずつ開いて

いくミヒル君のお話を楽しみにしたりして過ごしています。「クリスマスは何の日だっけ？」と問い

かけてみると「イエス様」「赤ちゃんが産まれた日」と子どもたちなりに話をしています。今週から

アドベント礼拝を毎週行っていきます。イエスさまの降誕について知ったり、羊飼いさんはどんな人

か、イエス様が生まれてみんなどんな気持ちだったかなど子どもたちに伝えたり一緒に考え、クリス

マスを楽しみにできるようにしていきたいと思います。 

 

お願い 

～防寒具について～ 

 寒くなり、毛糸の帽子やマフラー、手袋など持ってきているお子さんもいます。自分たちで管理で

きるようにロッカーやリュックにしまうように伝えています。名前の記入をお願いします。 

～リュックのキーホルダーについて～ 

最近、友だちのリュックについているキーホルダーが気になって触ってしまう子が多いです。お家

の人 

が買ってくれた大切なものだから触らないように伝えていますが、気になってしまう子が多いため、

キーホルダーの数を減らしていただくことにご協力いただきたいと思います。つけていきたいという

子は１つまででお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

いちごぐみだより 



 
 

 

１１月は、収穫感謝礼拝がありました。神様からいただいた秋の恵みに感謝をする礼拝です。その

礼拝では、「秋のお花や果物は、ふかふかな優しい土の中で、元気に育つ」というお話がありました。 

今、ひまわり組では、ふわふわ言葉（言われると嬉しい言葉）について考える時間を大切にしてい

ます。礼拝後の集まりでは、「僕たちもやっぱりふわふわ（ふかふか）の方が元気になる！」「お花や

果物と一緒だね」と、嬉しい会話が続き、「幼稚園の花壇をふわふわの土にして、何かを育てよう！」

と決まりました。植える花は、春に咲くチューリップです。みんなで花壇を掘り起こし、培養土で栄

養のある土にし、ふわふわの土を作りました。その中に一人一つ球根を埋めました。「絶対に元気な

チューリップになるね」「空まで伸びたらどうする？」と子どもらしい会話が飛び交っていました。 

 

かたつむりのつむりちゃん 

 １１月中旬から、かたつむりを飼っています。名前はつむりちゃんです。寒いこの時期は冬眠をす

るかたつむりですが、園舎の柱に一人ぼっちでいました。「寒そう」「お腹が空いているんじゃない？」

と心配する子どもたち。つむりちゃんがしっかり栄養をつけて冬眠できるように、１１月の間だけみ

んなでお世話をすることになりました。「ずっとお世話をしたい」と話す子もいましたが、寒い外の

土の中で冬眠しないと大きく育たないこと、１匹だけだと家族を増やすことができないということも

みんなで確認し、小さな命と真剣に向き合っていました。図鑑を見ると、かたつむりのお世話には、

湿った土、遊ぶための木の枝や葉、好きな食べ物は卵の殻やにんじん、殻の渦巻きを見ると、大体の

年齢を確認でき、つむりちゃんが３歳だということも分かりました。１２月１日に、つむりちゃんと

お別れ会をします。つむりちゃんもふかふかの土の中で、大きく育ちますように。 

 

１２月のねらい 

 一つ目は、「思いやりの気持ちを持ちながら過ごす」というねらいです。１０月、１１月は、相手

の気持ちを考えることを大切にしてきました。誰かが悲しんでいる時、困っている時、喜んでいる時

…。様々な気持ちを集まりの場面で取り上げ、共有してきました。１２月のねらいには、”思いやり

“という言葉が入っています。思いやりは、相手の気持ちに気付き、行動に移すことで生まれるもの

です。今、ひまわり組では、世界中で貧しい暮らしをする人、戦争で苦しむ人の存在を知り、その人

たちの気持ちに寄り添った話し合いを進めています。（詳細は、明日発行の献金だよりをご覧くださ

い。）近くにいる友だちにも、遠く離れた国で暮らす人たちにも、”思いやる心“を持ちながら過ごし

てほしいと願い、このねらいとしました。 

 二つ目は、「本当のクリスマスの意味を知り、演じることを楽しむ」です。アドベントに入り、ク

リスマスのお話に親しんでいます。特に保育者が演じた聖誕劇が心に残っている子が多く、「自分た

ちも聖誕劇を演じたい」と生き生きと話していました。本当のクリスマスの出来事を知り、演じると

いう表現方法で、理解を深めています。羊、羊飼い、天使、星、博士の五つの役で聖誕劇をしていま

すが、どの役も気に入っている子が多く、色々な役を楽しんでいます。今後も演じることを楽しめる

ように、セリフを子どもたちが考えたり、衣装を着て演じたりしながら、一人ひとりの演じ方を大い

に認めていきたいと思っています。 

ひまわりぐみだより 



 
 

  

 

寒い日が増え、「お部屋の中にいたいよ～」とストーブの前でぬくぬくと暖を取る子もいれば、元

気に「外に早く行こう！！」と素早く帽子とジャンバーを準備し走り出す子もいます。室内、戸外共

に最近は今まで以上に盛り上がり、春に比べて色々なことができるようになったと感じています。ゆ

り組で過ごすのもあと 4 か月。大きくなって嬉しい気持ちの反面、卒園してしまう寂しさも少しず

つ感じています。残りの一日一日を大切にみんなと沢山の思い出を作っていきたいと思っています。 

 

 

12月のねらいについて 

 一つ目は、“世界に目を向け、自分たちにできることや大切にしたいことを考える”にしました。

ゆり組ではアドベントの期間に献金に取り組みます。世界には苦しい思いをしている子どもたちがい

ること、戦争で辛い経験をしている人々がいることを知り、そこから自分たちにできることはないか

を考えていきます。献金の取り組みを通して、日頃からできる小さなことにも目を向け、平和につい

てや自分たちにできることがないかなどをみんなで考えていきたいと思っています。難しい話し合い

になると思いますが、みんなで考え、行動していきます。献金は金額ではなく、気持ちを大切にし、

お家の方と一緒に相談をして、一緒に取り組んでいただけると嬉しいです。 

 

 二つ目は、“クリスマスの出来事を周囲に伝える”です。礼拝や讃美歌を通して、世界で初めのク

リスマスの出来事について理解を深めている子どもたちです。そこで、劇を通してお家の人たちや小

さい子どもたちにこの出来事を教えてあげよう！ということになりました。今はお部屋で色々な役に

なりきり、場面を想像して台詞や動き方をいます。今後は、見てもらうのであればどう演じるか、声

の大きさはどうしようかなどを考えていき、当日を迎えたいと思っています。 

今後の子どもたちとの話し合いの様子や劇の進捗などは、おたよりにてお知らせします。 

ぜひ目を通していただきたいと思います。 

 

 

お家の方にお願いです☆ 

・アドベントの期間に入り、より朝からの活動が増えます。9時までの登園時間を守っていただきま

すようお願いします。 

・おたよりファイル、ホワイトボードの確認を忘れずにお願いします。明日の予定についてや大切な

お手紙を入れていることもあります。降園時にご確認ください。 

 

 

ゆりぐみだより 


